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平成 21年度東海・北陸地区国立大学等技術職員合同研修[機械コース]
1 はじめに
福井大学工学部技術部第一技術室
東郷広一
平成21年8月31-9月2自由3日間 豊橋技術科学大学主催の『平成21年度車海・北陸地区国立文字等妓術
職員合同研棒[捜械コース]H以下、研修会)が開催された.本研修会は全園田国立大学.高等専門学校等に勤務す
る技術系職員の職務遂行に必要な一般知識、専門知機及び新たな専門緩衝等在学び.習得する己とを目的としてい
る研樺金である.本研修会では，8月31日には『開請式』並びに事加者の紹介も吉めた「プレぜンテ シヨシJ在行い
9月1日には専門E前提.並びに各々選択した『実習コース」への参加、量終日となる 9月2日には『専門前轟』の桂、
豊橋技術科学大学内の『施設毘学』、f学外施訟見学』として.r日本車両棒式会社{以下日本車両(樟))Jの工場見学
に行った.
今回，8月31自由『プレゼンテーションjで、「工学部先端科学技術膏成センターベ以下育成センタ H二おける教育・
研究の事例紹介Jについて田発聾を行ったので.それも併せて報告する.
2概要
詳細スケジュールについては、図1のf研惇E機械コース]日程垂Jを見て頂きたい.
研修会初日である8月31日には『開講式』後『専門講轟1量近の構造物の非暗蟻検査法と応力・ひずみ測定住
術」という題目で、「機械ンス子ム工学系教授 E立忠晴様ゴより、謙買があった.向容としては.応力・ひずみを測定
する際.レーザ一等由遠隔操作のものを使って実際に応力等がかヵ、っているところをコンビュータ解析等により.色
分けして判別できるシステムなどがあるとの向容だった.また.その後の『プレゼン子ーヤョン」においては、唱参加者全
員の自己紹介も兼ねたブレゼコノテ-~3ン発表が行われた. 当方の発華内容としては前述にもあるよう lゴ育成セ
ンターの教育・研究の事例紹介』という題目で、叡置訟備田紹介.加工品のサンプル紹介.地増貢献への活用例など
由報告をした。中でもレー ザー 加工機については、パイプ加工について関心を持十'::tt.た方がおられ，2.3個買問があ
った[詳細は/3発童報告』を書照願います.).その笹は『意見宜換金Jと題し、事加者及び主憧者側との懇親会がも
たれた。
研修2日目である9月 1日には.r専門広量2これからの繊械加工技術」という題目で、『生産システム工学系酒
向宰織』より.講演があった。内容としては.従来の纏械加工法由大まかな説明カら.量近の切削伎術の説明.具体的
にはf楕円振動切削J/焼入れ壷型鋼の切削加工:J/エコマシニンゲ，MQLJ/焼入札歯車の切削加工J/複合加工J/傾
斜スピンドル加工jについての説明が晶った。中でもf楕円掻動切開gJについては.r聾面粗さ 5nmJ由超精密切削(鏡
面仕上げ)ができるということでとても興味深く聴〈ことができ
た。また、その後は実際!こ機械・装置を使つての選択式のf実 . 2関.剛
習コ一スjを受講した.当方は『機峨工宇由ための走査型竃子 ↓凶.叫 “山劃川.鋼側，/1'"，釦 l ・..・制一一
顕微鏡入門jという子ーマを選択した。内容としては， /走査型
電子顕微鏡(SEM)Jを使って.金属表面を観察するというもの
で大まかな使い方の説明後.実際に受講者全員カ1金属!;(料
を用いて顕微鏡観察苦行った.観察といっても金属童面を顕
微鏡で見るのみではな<，金属表面白元素MAP(元棄がどの
ような状態で配列されているか等白状態を色分けして唖示}も
観察することができたのでとても面白かった.
研棲 3日目で晶る 9月2日に/<l:.r専門広義3ご安全に"
産量現場における災害事例"指導者の役割についてjという題
目で「労働安全衛生コンサルタント金森葺ニ様Uより、績演が
あった.向容としては.工場などに設置されている各種工作機
械の使用時の安全事項の再確認、且ぴ事故例の説明が主で
あった。実際に旋盤加工時の死亡事故例の説明もあり、身近
に起こりうる問題であったため、再度、注意をしながら仕事をし
なければならないと再認識させられた.その桂は.豊措按術科
学文学の『学内施設見学』ということで『ベンチャー・ピジネ'A'
ラボラトリー」を見学した.豊嶋按術科学文学では.半導体デバ
イスに特に力を入れており.特徴としては /1つの場所で、置
計・製作・評価が一貫してできる施設があるのは、日本でここだ
けで、常識にとらわれない畢軟なプロセス開発ができるという
のが強みJとの説明があった.中華見学させてもらったがクリ
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ンルームの中に所狭Lと精密機器が並んでいた。その桂 図1 研修[機織コースJ日程表
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「閉筒式jが行われ『学外施段見学jということで、「日本車両株式会社豊川製作所{以下.日本車両(株)Jを見学した.
日本車両(株)は.主に電車の車両などを製造する会社であり.具体的に日本向けの車両としては新幹線用車両海
外向けの車両としては置物用の輸送車両をメインに製造しているとの説明があった。日本車両(株)では，r車両の
世計→台車梓製造→台車組立→台車検査→部材組立→構体組立『線装組立→車両総組立→鼠験・誌走」までを
一環して行っており.工場見学も.上記一連由流れが分かる様に、工程順に見学をさせて頂いた。工場内の組立は、
殆どが犠様により行われていたが、細かい部分(部品町溶接やわん曲した部品など)は職人の控術が必要で.車両
は各種.一品物という性質柄.機械が高度化しても.職人技がモノをいう世界であるとの説明があった.
3 発表報告
ここでは、研修1日自のfプレゼンテーションJIこて、当方が発聾した内容について説明する.
発表内容としては、『育成センターにおける教育・研究の事例紹介jと題し育成センターの概要説明(想像力を活か
したモノ作りなどL複合CNC旋盤などの育成センター設置の設備紹介、設備を使つての加工の流れの手順として、C
AD・CAM処理由説明.製作品の事例紹介.地堪貢献の事例紹介等を行った.
聴前者からは.発事資料の中iこ，rレーザー加工機によるパイプ加工」由事例紹介在入れていたので.その部分で.
「主にどのようなことに活用しているのかJrランニンゲコストはどれぐらいかjなど由貿聞があった。
他文学の方自発重も、同じ技術職員田方ということも晶り、自分の配属されているセンター研究室等田発童内容
が多かったが.中でも『北陸先端科学技術大学院大学」の受講者の方の発華内容が特徴的で.発型内容としては所
属しているセンタ に閲する発車向容がメインであったが、研究室町学生を所属センターに絡晶、研究の一環で.企
章と提捜し特許を取得.学会発童などもしているという点に関心した。
4 まとめ
『平成21年度車海北陸地区目立文字法人等妓術臓員合同研惇[機械コースlJIこて発査報告を行った.研修会に
は 20人の披術職員が参加し自己紹介も兼ねたプレゼンテーションでは、樽々怠職務内容の発表があり、大聖興時
深〈聴〈ζとができた.また各種，r特別講演』では、量新の機械加工法・評価法についての説明、産量現場における災
害事例の説明などがあり.現在の技術の動向に関する知陣習得.並びに実際田章務への安全性に関する事柄を再
認擁するζとができた。また，r実習コー スjとして、『走査型電干顕微鏡(SEM)Jでの童置の組織観察.施設見学とし
てJベンチャ ・ビジネス・ラボラトリー Jr日本車両(株)Jを見学させて頂き、普段由輩務とは遣った分野の知識を得る
ことができ.面白かった。また.本研修に書加したことで.普段の仕事では全うことができないような他分野白方々とお
金いすることができ.見聞が広まって良かった。
量桂になりますが‘本研修会へ事加する機会を与えて頂きました関係者の皆様方に感謝の置を置します。.l主大字溢)".・a重・・‘学大手
ベンチャービジネスラボラトリー
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図2 展示パ才、ルベンチャー・ビジネス・ラボラトリー
図3 日本車両(株)展示車両(外観)
図4 日本車両(株)
展示車両(内部)
